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変化する社会の中で自律していく生徒の育成「みんなで１００点チーム西中」

「てとてとて」
高鍋西中学校だよりＮＯ８ 令和５年１１月６日 文責 黒木 倫徳

１０月２２日（日）雲一つない秋晴れのもと、西中体育大会を開催いたしました。大会ス

ローガン「稲妻～一瞬を心に刻め～」のとおり、赤団団長山田幸弥さん、副団長大田桃歌さ

ん、青団団長河野文俊さん、副団長松井はなさんの下、各リーダーと団員が一致団結し、競

技・応援の一つ一つがまさに、心に刻まれる素晴らしい体育大会となりました。やはり、一

つのことに参加者全員が全力で取り組む姿は、見るものに感動を与えますね。

また、団技の道具（綱や竹の棒など）を競技する生徒が入退場時に一緒に持ってきて準備

をしたり、片付けをしたりする工夫も素晴らしかったですし、競技後の退場の際には、自団

のテント前で応援してくれた団員に対してお礼を言って退場し、それに対して拍手を送る場

面を見てさわやかさを感じました。練習から大会まで全力でやり抜いたからでしょう、解団

式の際にリーダーの生徒が涙を流していた場面は、今大会が大成功だったことを物語ってい

ると感じました。

大会に際しまして、前日準備から早朝、後片付けまでご協力いただきました保護者の皆様

に心より感謝申し上げますとともに、お忙しい中、御観覧いただきました来賓の皆さまにも

お礼申し上げます。ありがとうございました。

結果は、競技の部優勝「赤団」応援の部優勝「青団」でした。両団ともよく頑張りました。

おめでとうございました。
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１０月３１日（火）に生徒会役員認

生徒会役員の引継ぎ式を行いました！ 証状及び全校専門委員会任命状授与式

を行いました。新生徒会の役員の皆さ

んにそれぞれ認証状と任命状を授与したのち、旧生徒会役員と新生徒会長からあいさつをし

てもらいました。旧生徒会役員の皆さんには、様々な行事の企画運営、日常の専門委員会の

活動等において、西中生らしくかつ生徒会役員としての自覚とプライドをもった言動で責任

を持って取り組んでいただきました。心から敬意を表するとともに感謝の気持ちでいっぱい

です。新生徒会役員の皆さんは、当然、不安や緊張もあるかと思いますが、何事にも失敗を

恐れず果敢にチャレンジしていって欲しいと思っています。宮本新会長を先頭に西中の伝統

を受け継ぐとともに新しい風を吹かせてください。

【大田桃歌 旧生徒会長のあいさつ】

私が生徒会長に任命され一年が経ちました。本年度はコロナ禍明

けで自分たちが経験したものとは違う行事を創り上げなければなら

ず、思うようにできない場面がありました。失敗などがありながら

も一つの形になったのは、生徒の皆さんが積極的に参加し協力して

くれたからです。私たちはそのおかげで力を発揮することができま

した。これは、西中の素晴らしいところだと思います。

いよいよ新生徒会の活動が始まります。新生徒会の皆さんには多

くのことに挑戦してもらい新しい風を西中に吹かせて欲しいと思い

ます。一人一人や学校が成長するためには挑戦することが大切です。

壁にぶつかることもあると思いますが、役員だけでなく全校生徒で

その壁を乗り越えて欲しいと思います。

新生徒会のメンバーは頼れる人ばかりです。彼らにはこれから一

年しっかり活動してもらい、皆さんには引き続き協力して欲しいと

思います。私はこの一年間生徒会長としての活動に１００％満足しています。胸を張ってこ

の挑戦がよいもので自分を成長させたと言えます。失敗も多くカッコ悪い姿もありましたが、

そんな私たちに一年間ついてきてくださりありがとうございました。

☆ 新生徒会長のあいさつは次回号に掲載いたします。

英語暗唱、ロードレース大会 入賞おめでとう！

９月末日に行われました「東児湯地区中学校英語暗唱弁論大会」に

おいて、暗唱の部で優秀賞を受賞した３年：黒木梓帆さんに全校生徒

の前で英語暗唱を披露してもらいました。流れるような発音と表現力豊

かな見事な発表でした。

また、先月２０日に行われました「西都児湯地区中学校駅伝競走大会」のロードレースの部におい

て、２年：河野佑真さんが３位に入賞いたしました。おめでとうございました。
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